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光
村 

 

三
年
下 

 
 
 

モ
チ
モ
チ
の
木 

授
業
計
画
（
計
八
時
間
） 

 

目
標 
絵
本
を
味
わ
い
、
斎
藤
隆
介
の
作
品
に
親
し
む
。 

 

第
一
次
指
導
（
概
観
の
指
導
） 

 

一
時
間 

第
二
次
指
導
（
詳
し
く
読
む
） 

 

三
時
間 

第
三
次
指
導
（
漢
字
・
語
句
指
導
）
一
時
間 

第
四
次
指
導
（
感
想
文
の
指
導
） 

二
時
間 

第
五
次
指
導
（
齊
藤
隆
介
の
作
品
）
一
時
間 

 

第
一
次
指
導
（
話
を
整
理
し
、
話
の
山
を
探
す
） 

  

◎ 

区
画 

豆
太
は
見
た
を
三
区
画 

計
七
区
画
（
指
示
） 

一 

よ
む
（
席
順 

区
画 

音
読 
七
名
） 

二 

と
く
（
読
後
感
の
整
理
の
話
し
合
い
） 

 

○ 

題
目
（
題
か
ら
話
の
輪
郭
を
明
ら
か
に
す
る
） 

・ 

モ
チ
モ
チ
の
木
と
豆
太
像
（
絵
を
手
掛
り
に
） 

◎ 

ひ
び
き
（
印
象
の
強
い
と
こ
ろ
を
話
し
合
う
） 

 

・ 

豆
太
の
目
→
挿
絵
→
登
場
人
物
と
粗
筋 

 

○ 

手
引
き
（
書
き
出
す
言
葉
の
指
示
） 

 

・ 

豆
太
の
言
葉
（
最
初
の
一
語
を
書
き
出
す
） 

三 

よ
む
（
手
引
き
に
従
い
黙
読
） 

四 

か
く
（
選
ん
だ
語
句
を
視
写 

師
は
板
書
） 

五 

よ
む
（
板
書
を
全
員
で
指
黙
読
・
指
音
読
） 

 
 

 

六 

と
く
（
板
書
事
項
を
も
と
に
話
し
合
う
） 

○ 

事
実
（
板
書
事
項
を
関
連
付
け
る
） 

 

・ 

３
つ
の
「
じ
さ
ま
」
→
小
便
→
医
者 

 
 
 

区
分
（
霜
月
二
十
日
の
晩
と
前
・
後 

霜
月
二
十
日
の
晩
を
二
区
分
） 

◎ 

山
（
詳
し
く
読
ん
で
い
く
と
こ
ろ
の
発
見
） 

・ 

豆
太
が
山
の
神
様
の
祭
が
み
ら
れ
た
木 

 

 
 

 

あ
き
ら
め
た
豆
太
と
見
た
後
の
じ
さ
ま 

 

○ 

余
韻 

豆
太
を
見
守
る
じ
さ
ま
の
温
か
さ 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 

〈
板
書
事
項
〉 

   
 
 
 
 
 

と 

ち 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

モ
チ
モ
チ
の
木 

 
 
 
 

 
 

秋 
    
 
 

１ 
 

じ
さ
ま
ぁ 

し
ょ
ん
べ
ん 

 
 

   
 
 

２ 
 

や
い 

   
 
 

３ 
 

そ
れ
じ
ゃ
ぁ 

   
 
 

４ 
 

じ
さ
ま
ぁ
っ 

   
 
 

５ 
 

医
者
様 

 

   
 
 

６ 
 

モ
チ
モ
チ
の
木 

灯 

   
 
 

７ 
 

じ
さ
ま
ぁ 

し
ょ
ん
べ
ん 

     

第
二
次
指
導
第
一
時
（
山
の
①
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

  

○ 

お
さ
ら
い 

 

・ 

豆
太
が
灯
を
見
た
の
は
何
番
→
各
区
画
へ 

 
 

 

◎ 

承
接 

・ 

霜
月
の
二
十
日
の
晩
の
じ
さ
ま
の
話 

 

○ 

手
引
き 

 

・ 

じ
さ
ま
の
話
を
聞
い
た
豆
太
の
様
子 

 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

 

○ 

語
義
（
意
味
や
働
き
の
難
し
い
語
句
）・
区
分 

 

・ 

― 

そ
れ
じ
ゃ
ぁ 

と
っ
て
も 

だ
っ
て 

け
ど 

 
 

こ
ん
な 

そ
れ
も 

た
っ
た 

と
ん
で
も
ね
え 

 
 

 

・ 

言
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
の
訳
に
二
区
分 

「
」
の
中
二
区
分 

訳
の
部
分
二
区
分 

 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
話
し
合
い
、
味
わ
う
） 

 

・ 

声
（
大
き
さ
と
質
） 

 

・ 

だ
め
だ
＝
と
ん
で
も
ね
え
話
→
四
つ
を
確
認 

 

・ 

な
き
そ
う
→
じ
さ
ま
も
お
と
う
も
見
た
ん
だ 

 

・ 

夢
み
て
え
な
美
し
さ
→
悔
し
い
＝
な
き
そ
う 

 

○ 

余
韻 

（
五
歳
の
豆
太
の
気
持
ち
分
か
る
よ
な
あ
） 

 

七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

  

× 

霜月二十日のばん 

昼  夜 
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〈
板
書
事
項
〉 

  
 
 

１ 

じ
ー 

 
 
 

２ 

や
― 

 
 
 

３ 
そ
― 

 

 
 
 

４ 
じ
― 

 
 
 

５ 

医
― 

 
 
 

６ 

モ
― 

 
 
 

７ 

じ
ー 

  

う
し
み
つ 

一
人
の
子
― 
勇
気
― 

  
 

 

①
②
③
④ 

「

―
そ
れ
じ
ゃ
ぁ
、
お
ら
は
、 

 

と
っ
て
も
だ
め
だ

―
。」 

豆
太
は
、
ち
っ
ち
ゃ
い
声
で
、 

な
き
そ
う
に
言
っ
た
。 

だ
っ
て
、
じ
さ
ま
も
お
と
う
も 

見
た
ん
な
ら
、
自
分
も
見
た 

か
っ
た
け
ど
、
こ
ん
な
冬
の 

真
夜
中
に
、
モ
チ
モ
チ
の
木
を
、 

そ
れ
も
、
た
っ
た
一
人
で
見
に 

出
る
な
ん
て
、
と
ん
で
も
ね
え 

話
だ
。
ぶ
る
ぶ
る
だ
。 

第
二
次
指
導
第
二
時
（
山
の
②
を
詳
し
く
読
む
） 

 

一 

よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

 
 

○ 

お
さ
ら
い 

 
 
 
 
 
 

 

 

・ 

じ
さ
ま
の
話
を
聞
い
た
豆
太
の
様
子 

 

・ 

山
の
神
様
の
祭
り
を
あ
き
ら
め
た
豆
太
は
。 

 

◎ 

承
接 

・ 

宵
の
口
に
寝
た
豆
太
が
目
を
覚
め
た
の
は
。 

 

○ 

手
引
き 

 

・ 

豆
太
が
走
っ
て
い
る
様
子
を
想
像
し
て
…
。 

 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

 

○ 

語
義
・
区
分 

 
・ 
ま
ん
ま 

 

半
道
も
あ
る 

― 

す
ご
い
星 

 
霜 

 

か
み
つ
い
た 

足
か
ら
は 

か
ら
な
ぁ 

 

・ 

各
段
落
を
二
区
分 

二
段
落
目
後
を
二
区
分 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
話
し
合
い
、
味
わ
う
） 

・ 

空
、
道
の
様
子
と
豆
太
の
姿
←
語
り
手
の
心 

 

○ 

余
韻
（
美
し
い
夜
空
の
下
を
一
人
走
る
豆
太
…
） 

 七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

 
 

    

 

〈
板
書
事
項
〉 

 
 

 

×
 

自
分
も 

 

①
冬 

 

②
真
― 

③
モ
ー 

④
一
― 

 
 

ぶ
る
ぶ
る
だ 

  

ね
ま
き
の
ま
ん
ま
。 

は
だ
し
で
。
」
半
道
も
あ
る 

ふ
も
と
の
村
ま
で

―
。 

 

外
は
す
ご
い
星
で
、
月
も 

出
て
い
た
。
と
う
げ
の
下
り 

の
坂
道
は
、
一
面
の
真
っ
白
い 

霜
で
、
雪
み
た
い
だ
っ
た
。
」 

霜
が
足
に
か
み
つ
い
た
。 

足
か
ら
は
血
が
出
た
。 

豆
太
は
、
な
き
な
き
走
っ
た
。
」 

い
た
く
て
、
寒
く
て
、 

こ
わ
か
っ
た
か
ら
な
ぁ
。 

 

① 

② 

③ 

④ 

・
・
・
・

＝

 

① 

② 

③ 
② 

② 

① ① 

① 

③ 
③ 
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第
二
次
指
導
第
三
時
（
山
の
③
を
詳
し
く
読
む
） 

 
一 
よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

 
 

○ 

お
さ
ら
い 

 
 
 
 
 
 

 

 

・ 

峠
の
道
を
走
り
下
る
豆
太
（
略
画
を
描
き
な
が
ら
） 

 

・ 

そ
の
様
子
が
語
り
手
の
目
に
は
ど
う
見
え
た
。 

 

◎ 

承
接 

・ 

医
者
と
引
き
返
す
豆
太
の
様
子
と
見
た
も
の
。 

 

○ 

手
引
き 

 

・ 

じ
さ
ま
が
豆
太
に
伝
え
た
い
こ
と
を
考
え
な 

が
ら
、
じ
さ
ま
の
話
の
お
ま
え
か
ら
後
を
書
く
。 

 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

 

○ 

語
義
・
区
分 

 

・ 

お
ま
え 

ほ
ど 

だ
っ
た
ん
だ 

な 

あ
れ
ば 

き
っ
と 

そ
れ
を 

び
っ
く
ら
す
る 

わ
け
よ 

 

・ 

二
区
分
後
そ
れ
ぞ
れ
を
二
区
分 

◎ 

心
（
文
章
の
核
心
を
話
し
合
い
、
味
わ
う
） 

・ 

豆
太
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
、
何
か
。 

・ 

豆
太
を
見
る
じ
さ
ま
の
喜
び
と
優
し
さ
。 

 

○ 

余
韻
（
優
し
い
二
人
だ
な
あ
。） 

 七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

    

〈
板
書
事
項
〉 

    
 

 
 

 
 
 

 

  
 

 

「
お
ま
え
は
、
一
人
で
、
夜
道
を 

 

 

医
者
様
呼
び
に
行
け
る
ほ
ど
、 

 

勇
気
の
あ
る
子
ど
も
だ
っ
た
ん 

 

だ
か
ら
な
。
自
分
で
自
分
を 

 

弱
虫
だ
な
ん
て
思
う
な
。 

 
人
間
、
や
さ
し
さ
さ
え
あ
れ
ば
、 

 

や
ら
な
き
ゃ
な
ら
ね
え
こ
と
は
、 

 

き
っ
と
や
る
も
ん
だ
。
そ
れ
を 

 

見
て
、
他
人
が
び
っ
く
ら
す
る 

 

わ
け
よ
。
は
、
は
、
は
。」 

      

第
三
次
指
導
（
難
語
句
、
漢
字
等
） 

 

一 

よ
む
（
七
名 

音
読
） 

二 

と
く
（
前
時
の
復
習
と
本
時
に
繋
ぐ
話
し
合
い
） 

 
 

○ 

お
さ
ら
い 

 
 
 
 
 
 

 

 

・ 

じ
さ
ま
が
、
笑
っ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。 

 

◎ 

承
接 

・ 

そ
の
後
、
豆
太
は
、
ど
う
な
っ
た
か
。 

 

○ 

手
引
き 

・ 

こ
の
話
の
面
白
い
と
こ
ろ
を
考
え
な
が
ら
、 

 

 

脚
に
書
い
て
あ
る
言
葉
を
書
き
出
す
。 

 

三 

よ
む
（
指
示
さ
れ
た
部
分
を
黙
読
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
に
視
写
） 

 
 

 

五 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
黙
読
、
指
音
読
） 

六 

と
く
（
板
書
さ
れ
た
文
章
に
つ
い
て
話
し
合
う
） 

 

○ 

文
中
の
位
置 

 

・ 

２
、

４
区
画
の
語
句
は
な
い
が
、
分
け
る
と
。 

 

◎ 

こ
も
る
力
（
文
中
で
の
語
句
の
働
き
を
考
え
る
） 

・ 

じ
さ
ま
の
願
い
が
、
叶
っ
た
言
葉
は
、
ど
れ
。 

・ 

二
区
分
後
そ
れ
ぞ
れ
を
二
区
分 

・ 

豆
太
を
見
る
じ
さ
ま
の
喜
び
と
優
し
さ
。 

<

裏>
 

・ 

語
彙
を
広
げ
る
活
動
を
少
し
。 

（
板
書
事
項 

例
示 

三
つ
四
つ
扱
う
） 

○ 

余
韻
（
優
し
い
二
人
だ
な
あ
。） 

 七 

よ
む
（
全
員
で
板
書
を
指
音
読
） 

  

豆 

太 

。 ＜ 

」 

医 
者 

× 

◎
◎
◎
◎
・
・
・
・
！ 

 
 
 
 
 

 
   

◎ ◎ 
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〈
板
書
事
項
〉 

  

 
せ
っ
ち
ん 

 

せ
っ
ち
ん
づ
め 

 
 

 １ 

き
も
す
け 

 

肝
っ
玉 

 
 
 
 
⇔

 

 
 
 

青
じ
し 

 
 

青
鹿 

 

 

霜
月 

 
 
 

師
走 

 
 
 

 

 

 

う
し
み
つ 

 

正
午 

 
 

 

二
十
日 

 
 

一
日 

三
十
日 

 

３ 

 
 
 

神
様 

 
 
 

神
社 

 

 
 

お
祭
り 

 
 

祭
日  

 

 
  
 

よ
い
の
口 

 

あ
け
の
明
星 

 

 
 

半
道 

 
 
 

半
道
中 

 

５ 

 
 

坂
道 

 
 
 

登
り
坂
（
登
坂
） 

 

 
 

ね
ん
ね
こ
ば
ん
て
ん 

 
 

 ６ 

薬
箱 

 
 
 

箱
根 

  
 
 
 

明
か
り 

 
 

明
け
る 

 

 

７ 

他
人 

 
 
 

自
他 

 

第
四
次
指
導
第
一
時
（
感
想
文
記
述
） 

 

一 

文
話
（
作
文
の
準
備
の
話
） 

 
 

（
感
想
文
な
の
で 

一 

よ
む
） 

 

○ 

読
ん
で
み
た
い
人
（
前
日
に
決
め
て
お
く
） 

 
 
 

会
話
の
と
こ
ろ
と
地
の
文
の
と
こ
ろ
で
分
担 

を
分
け
る
。 

 

二 

文
題
発
表
（
前
日
に
予
告
を
し
て
お
く
） 

 
 

（
こ
の
物
語
を
一
・
二
年
生
紹
介
す
る
。 

豆
太 

じ
さ
ま 

医
者
様 

お
と
う 

 

モ
チ
モ
チ
の
木 

絵 

印
象
に
残
っ
た
こ
と
） 

○ 

四
、
五
名
に
発
表
さ
せ
る
。 

 

三 

記
述
（
二
十
分
程
度
で 

原
稿
用
紙
一
枚
程
度
） 

 
 

（
消
し
ゴ
ム
は
使
わ
な
い
で
、
集
中
し
て
書
か

せ
る
） 

 
四 
自
己
批
正
（
各
自
読
み
直
し
て
加
除
訂
正
） 

 
 

（
最
後
に
日
付
を
書
か
せ
る
。） 

 

五 

提
出
（
表
を
上
に
し
て
半
分
に
折
っ
て
提
出
） 

  

＊ 

作
文
指
導
の
方
法
で
、
感
想
文
の
指
導
を
考
え

ま
し
た
。
作
文
を
月
二
回
く
ら
い
は
、
書
か
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
す
る
と
、
週
一
時
間
、
作
文
の

時
間
を
設
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
記
述
と
批
正
を

隔
週
で
）
年
間
指
導
計
画
上
難
し
い
面
も
あ
り
ま
し

ょ
う
が
、
自
分
の
考
え
を
綴
る
時
間
は
、
人
間
的
な

成
長
と
い
う
面
か
ら
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
工
夫

し
て
み
た
い
で
す
ね
。 

第
四
次
指
導
第
二
時
（
感
想
文
批
正
） 

 

一 

総
評
（
感
想
文
を
読
ん
で
の
全
体
の
感
想
） 

 

・ 

ク
ラ
ス
全
体
の
長
所
を
中
心
に
話
す
。 

 
 

（
発
想
法 

視
点 

心
情 

共
鳴 

書
き
ぶ
り 

漢
字 

丁
寧
さ 

等
々
す
べ
て
の
面
か
ら
） 

 
 
 

次
の
参
考
に
、
題
・
内
容
を
分
類
し
て
示
す
。 

 

・ 

記
述
上
の
課
題
を
一
点
示
し
、
修
正
す
る
。 

 

二 

個
評
（
個
別
に
作
品
の
内
容
を
話
す
） 

 

・ 

四
、
五
名
の
作
品
を
紹
介
す
る
。（
意
欲
を
高 

め
る
た
め
の
紹
介
で
あ
る
。
力
の
弱
い
子
を
中 

心
に
、
力
の
あ
る
子
の
作
品
も
入
れ
な
が
ら
、 

第
一
読
者
で
あ
り
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン
で
も
あ
る 

担
任
が
、
楽
し
く
読
ん
だ
こ
と
を
伝
え
る
。） 

三 

優
良
文
朗
読
（
作
者
に
読
ま
せ
る
） 

 

・ 

三
作
品
く
ら
い
を
読
ま
せ
て
、
担
任
の
コ
メ 

ン
ト
を
ち
ょ
っ
と
つ
け
る
。 

四 

批
正
文
聴
写
（
教
師
は
板
書
、
児
童
は
聴
写
） 

・ 

十
五
程
度
で
終
わ
れ
る
よ
う
な
作
品
を
選
び
、

ゆ
っ
く
り
と
読
ん
で
い
く
。
句
読
点
等
も
行
が

え
も
伝
え
な
が
ら
読
ん
で
い
く
。
児
童
に
は
、

聞
い
て
書
け
る
漢
字
は
使
っ
て
よ
い
こ
と
も
話

し
て
お
く
。
最
初
は
、
三
分
の
一
位
の
児
童
が

聴
写
で
き
な
い
が
、
書
け
る
と
こ
ろ
ま
で
で
よ

い
。
回
数
を
重
ね
る
と
書
け
る
よ
う
に
な
る
。 

五 

細
評
（
聴
写
文
の
長
所
を
話
し
合
う
） 

 

・ 

作
者
に
音
読
さ
せ
て
か
ら
、
長
所
を
考
え
る
。 

・ 

作
者
に
自
信
と
意
欲
を
、
他
の
子
は
次
回
の 

参
考
に
な
る
点
を
考
え
さ
せ
る
。 

 

・ 

教
師
の
コ
メ
ン
ト
も
一
言
加
え
る
。 

 

＊ 

一
時
間
で
十
五
名
程
度
し
か
扱
え
な
い
の
で
、

作
文
の
時
間
ご
と
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
る
。 

 

× 
× 

◎
◎
◎
◎ 

 
 
 
 
 

 
   

◎ ◎ 


